








成 29 年度より「保育・教職実践演習（幼）」と名称が変更された。 
本研究では、授業の学びの効果について、文部科学省が示した到達目標の達成と自修時間の記録から、学生の意識の変


























分析し（山田ら 2016）、平成 27 年度は使命感や責任
感、他者理解や学級経営に焦点を当てて研究し（横















































































対象：平成 29 年度本学幼児教育学科第一部 2 年生

































































ものである。また、12 の質問項目は 5 件法（5.非常






群（N 群）として分類し、Fisher's exact test を用いて


























先に示した表 2 に基づき、12 の質問項目の結果か



















    非常にできた できた どちらでもない あまりできない 全くできない   
    第 1 回 第 16 回 第 1 回 第 16 回 第 1 回 第 16 回 第 1 回 第 16 回 第 1 回 第 16 回   
  項目 1 17 129 168 98 51 10 11 1 0 0   
  項目 2 21 144 166 87 48 7 11 1 1 0   
  項目 3 29 140 153 87 51 10 12 1 2 0   
  項目 4 9 141 144 83 84 13 6 1 3 0   
  項目 5 46 158 170 72 24 8 4 1 3 0   
  項目 6 31 159 165 72 45 7 4 1 2 0   
  項目 7 47 159 162 73 33 6 3 1 1 0   
  項目 8 51 159 132 69 53 9 8 2 3 0   
  項目 9 37 143 149 87 49 7 11 1 1 0   
  項目 10 10 103 83 98 112 35 34 2 5 0   
  項目 11 10 94 120 94 98 47 17 2 2 1   














で分析した結果を表 4 に示す。 
 
表4 Fisher's exact testの分析結果 







項目1  185 
  11 
  227 
    1 
0.0018** 
項目2  187 
  12 
  231 
    1 
0.0009** 
項目3  182 
  14 
  227 
    1 
0.0002** 
項目4  153 
   9 
  224 
    1 
0.0022** 
項目5  216 
   7 
  230 
    1 
0.0346* 
項目6  196 
   6 
  231 
    1 
0.0535 
項目7  209 
   4 
  232 
    1 
0.1974 
項目8  186 
  11 
  228 
    2 
0.0081** 
項目9  183 
  12 
  230 
    1 
0.0009** 
項目10   93 
  39 
  201 
    2 
0.0000** 
項目11  130 
  19 
  188 
    3 
0.0000** 
項目 12  113 
  23 
  210 
    2 
0.0000** 
                          *；p＜0.05  **；p＜0.01 
12 項目のうち、9 項目（項目 1〜4、8〜12）におい



























早く開始したのが A クラスであり、11 月 25 日から
開始している。C クラスは 12 月 8 日、B クラスは 12








また、幼児教育祭 2 回前の授業である 1 月 26 日か








ているのは、A クラスでは 12 月 8 日、1 月 19 日の
授業後、B クラスでは、1 月 12 日、26 日の授業後、
C クラスでは、12 月 22 日、1 月 12 日、19 日、26 日







A クラスの結果を図 2 に示す。 
  








B クラスの結果を図 3 に示す。 
 











C クラスは、12 月 22 日と 1 月 12 日以降の毎授業
後に自修時間の増加が見られた。1 月 12 日以前の自
修時間は、12 月 22 日の増加はあるものの、その後
は減少するなど、停滞気味である。到達目標に対す
る自信については、1 月 12 日までは、若干の下降が
続き、1 月 19 日に大きく下降、その後 V 字回復して
いる。 
 
D クラスの結果を図 5 に示す。 
 
D クラスは、1 月 12 日、19 日の授業後に大きく増
加しているものの、記録が開始されたのが一番遅く、
前半の自修時間の記録は取られていない。到達目標





自信に相互関係が見られた。A クラスと C クラスに
ついても、到達目標に対する自信の上昇にズレがあ
るものの、おおむね同じような流れをしているとい
えるだろう。D クラスについても、1 月 5 日以前の
自修時間の記録がないため、詳細はつかめていない
が、1 月 12 日以降の流れで相互性を感じる部分があ
ることから、自修時間と到達目標に対する自信は大
まかな流れが相互する可能性が窺える。 










記以外に 12 月 22 日は自修時間が増加していたにも
関わらず、自信が降下している。さらに、D クラス
においても、1 月 12 日は到達目標に対する自信は高
まっていないにも関わらず、自修時間が大きく増加





























































子が窺える。自修時間の記録が 12 月 15 日から開始
されていることも、大まかな配置案が決定したこと
で少しずつ製作を開始できるようになったことから











月 12 日の記録にあるように、31 日より大体育室へ
の搬入ができるようになったことによると考えられ
る。 
C クラスは、1 月 12 日まで自修時間、到達目標に




















































































































 滝沢：第Ⅱ章、第Ⅲ章 1、第Ⅳ章 1、第Ⅴ章 



























49 号 pp81-87. 
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